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国際競争力を支える活力ある社会の実現             ●研究動向・成果 
 

 

我が国への三大バルク貨物（石炭・ 

鉄鉱石・穀物）の輸送は効率的か？ 

 

港湾研究部 港湾計画研究室長 赤倉 康寛 

（キーワード） バルク貨物，バルクキャリア，バース水深 

 

１．はじめに 

産業の基礎素材や食糧原料であるバルク貨物は，

ばらの荷姿でバルクキャリアの船倉に直接積み込

まれ，輸送される。その輸送の効率化は，産業の

国際競争力向上や，国民生活の安定のために不可

欠である。一方で，バルク貨物輸送は，特定荷主

のための，不定期輸送であるため，情報が非常に

限られている。そこで，本研究では，輸送効率化

のための施策の企画・立案に資するため，三大バ

ルク貨物（石炭・鉄鉱石・穀物）の輸送実績を特

定する手法を構築し，その状況を分析した。 

 

２．三大バルク貨物輸送実績の特定方法 

まず，当該品目を輸送できるバルクキャリアと

世界的な積出港をリストアップした。その上で，

全世界のバルクキャリアの寄港実績において，輸

送船が積出港へ寄港した場合，当該品目を荷積み

したと判定した。その結果，各種データとの対比

から，全輸送の概ね6～9割を特定できた。 

 

３．北東アジア主要国との比較結果 

北東アジア主要国（日中韓台）において，バル

ク貨物輸送の状況を比較した。まず，全船満載で

の積載量を，荷揚港数で除した一港当たりの平均

荷揚量を整理したのが，表１である。輸送船が大

きいほど，また，一回の輸送での荷揚港数が少な

いほど，平均荷揚量は多くなり，効率的な輸送と

なる。結果では，石炭と穀物では，日本は，輸送

船が小さい上に，荷揚港数が多いため，平均荷揚

量が小さかった。特に穀物は，輸送船の積載容量

が，他の主要国と約2万トンもの差があった。鉄鉱 

石は，日本は，輸送船が大きいものの，荷揚港数

が多かった。 

表１ 一港当たりの平均荷揚量（トン） 

 
 

表２ 満載に対するバース水深不足率 

 

国 石炭 鉄鉱石 穀物

日本 49,097    123,335 17,168    
中国 59,887    103,781 47,727    
韓国 68,330    166,941 44,672    
台湾 69,603    131,698 38,140    

国 石炭 鉄鉱石 穀物

日本 39.3%    79.5%    36.2%    
中国 － 19.1%    85.4%    
韓国 16.8%    37.7%    58.6%    
台湾 15.5%    － 57.0%    

注)中国は石炭輸出国，台湾の鉄鉱石は一港湾しかデータが無

かったため分析せず．

 

輸送船が小さいことや，荷揚港数が多いことか

ら，荷揚港の能力が不足している可能性が想定さ

れる。そこで，各港への輸送船が満載の場合に必

要とされる水深と，各港の最大のバース水深を比

較した。その結果から，バース水深が不足してい

た割合を整理したのが，表２である。石炭・鉄鉱

石は，他国に比べ日本のバース水深の不足が大き

かった。穀物は，日本の不足率は小さかったが，

これは輸送船が小さいためで，仮に中国と同じ大

きさの輸送船で輸送された場合，その不足率は8

割を超え，中国と同レベルとなった。 

 

４．おわりに 

我が国への輸送の効率化に向けて，引き続き分

析を続けていきたい。 
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ＮＩＬＩＭ－ＡＩＳによる平成２１年

台風１８号時の船舶の避泊実態 
 

港湾研究部 港湾計画研究室 研究官 竹村 慎治 

（キーワード） NILIM-AIS，泊地規模，避泊実態 

 

１．概要 

2007年に改正された「港湾の施設の技術上の基

準・同解説」では，荒天時の泊地規模についての

定量的な記述はなされていない。過去の技術基

準・同解説では定量的な算定式が記述されていた

ものの，1999年の改正の際に，その根拠が不明で

あったことから削除された経緯がある。実際問題

として荒天時における船舶の避泊実態，特に避泊

に必要な水域規模を把握するのは容易ではなく，

算定式の提案もなされてこなかった。 

2008年に，外航船・内航船ともに一定規模以上

の船舶へのAIS（Automatic Identification System：

船舶自動識別装置）の搭載が義務化された。当研

究室では，わが国の主な海域にAIS陸上局を設置

して，船舶動静のリアルタイム観測機能およびデ

ータ解析機能を有する国総研船舶動静解析システ

ム（NILIM-AIS）を構築している。このNILIM-AIS

のデータ解析機能により，2009年(平成21年)10月

に来襲した台風18号の通過にともなう船舶の避泊

実態，大型船の錨泊，湾内への出入りに関する実

態を把握した。 

 

２．船舶の避泊実態 

図１に台風が知多半島に上陸する直前の8日

04:00の状況を示す。セントレアでの風速は22.1m/s

あり，避泊している船舶はそれぞれの近傍で観測

された風向の風上方向に船首は向いている。 

中央に示す船舶の動静は，三河湾に錨泊した約

9,000トンの一般貨物船の状況である。台風が上陸

する8日05:00頃までは，錨泊の中心点の変位が少

ない円形の振れ回りしている。 

また，伊良湖水道航路を対象として，2時間単位

での通過隻数を把握した。結果を図２に示す。図

から，以下の傾向を確認することができる。 

①最大の風速が観測された時間を中心に前後20

時間程度の間では，入・出湾が無い状態となって

おり，その前後にピークが見られる。 

②台風の接近する前に入湾のピークがあり，通

過後に出湾のピークが生じている。 

なお，8日04:00から12:00の間は台風通過の影響

を受けて停電となり，欠測となった。 

図１ 避泊実態 

図２ 通過隻数の時系列分析 

今後は，より詳細に分析し，技術基準・同解説

での荒天時の泊地規模の算定式を再考する。 

【参考文献】国総研資料No.431，500，529，561 
http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tn_nilim.htm 
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